
 

 

 

 

 

 

 

１ 日   時 ： 令和元年 11 月 15 日（金） 

２ 場   所 ： １年１組教室 

３ 学年・学級 ： １年１組 

４ 単 元 名 ： 比例と反比例 

５ 単元について 

（１）単元観 

小学校算数科では，第４学年から第６学年にかけて，数量の関係を□，△，a，ｘなどを用いて式に

表しそれらに数をあてはめて調べたり，変化の様子を折れ線グラフで表し変化の特徴を読み取ったり，

比例の関係を理解し これを用いて問題解決したり，反比例の関係について理解したりしてきている。 

中学校数学科において第１学年では，これらの学習の上に立って，関数関係についての内容を一層

豊かにし， 具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を取り出して，その変化や対応の仕方に着

目し，関数関係の意味を理解できるようにする。 

これらの学習においては，一般的，形式的に流れることなく，具体的に事象を考察することを通し

て，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。また，数の拡張や関数の概念を基にして，小学

校算数科で学習した比例，反比例を関数としてとらえなおすことも必要である。 

また，日常的な事象の中には，厳密には比例，反比例ではないが，比例，反比例とみなせるものも

ある。二つの数量の関係を表やグラフで表し，その関係を理想化したり単純化したりして考えること

によって比例，反比例と見なすことで，変化や対応の様子について予測できることを知ることは重要

である。この際，理想化したり単純化したりすることで一定の制約が生じることについて理解するこ

とも重要である。  

なお，具体的な事象を扱う際には，変数の変域に注意する必要がある。 

 

（２）生徒観 

 右のグラフは授業アンケートの結果である。授業アン

ケートより，「既習事項を確認しながら問題を解いてい

る」と答えた生徒が 77.1％であった。また，「自分の考え

と比べながら話しを聞いている」と答えた生徒が 80％で

あるのに対して「自分の考えを理由をあげて説明してい

る」と答えた生徒が 37.1％と低くなっている。本校の重

点取り組み「自分をしっかり表現できるようにさせる」

「『聞く力』（インプット能力）の向上」のうち，「意思表 

示をさせる」点について，苦手意識を持っている生徒が多くあることが分かる。 
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（３）指導観 

本時の展開は，学習指導要領の示す「日常生活で数学を利用する活動」（数学的活動イ）に取り組む

機会として，「比例の考え方を利用して，視力とランドルト環までの距離の関係を調べる活動」を扱う。

実験で得られたデータの数式処理は困難がともなう。数式処理も電卓を用いて，思考の手助けとする。

また本課題では視力と距離を 2 変数とするため混乱をする生徒も予想される。対応表を活用すること

で，ともなって変化する量に着目し比例の発見や関係の立式の補助としたい。 

 

６ 評価の観点 

（１）単元の目標 

① 関数関係の意味を理解することができる。 

② 比例，反比例の意味を理解することができる。 

③ 座標の意味を理解することができる。 

④ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解することができる。 

⑤ 比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え説明することができる。 

（２）単元の評価規準 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形などに 

ついての知識・理解 

・様々な事象を比例，

反比例などで捉えた

り，表，式，グラフな

どで表したりするな

ど，数学的に考え表現

することに関心をも

ち，意欲的に数学を問

題の解決に活用して

考えたり判断したり

しようとしている。 

・比例，反比例などについ

ての基礎的・基本的な知識

及び技能を活用しながら，

事象を見通しをもって論

理的に考察し表現したり，

その過程を振り返って考

えを深めたりするなど，数

学的な見方や考え方を身

に付けている。 

・比例，反比例などの関

数関係を，表，式，グラ

フなどを用いて的確に

表現したり，数学的に処

理したりするなど，技能

を身に付けている。 

・関数関係の意味，比例

や反比例の意味，比例や

反比例の関係を表す表，

式，グラフの特徴などを

理解し，知識を身に付け

ている。 

（３）指導と評価の計画（全１９時間） 

節 

時
数 

学習内容 

評 価 

関 考 技 知 評価規準 
資質・能力 

評 価 方 法 

導
入 

１ 

・具体的な事象の中から，

伴って変わる２つの数量を

見いだす。 

◎    ・伴って変わる２つの数量に関心を

もち，具体的な 事象の中から見つけ

たり，その関係を調べたりしようと

している。 

ノート 

行動観察 

発表 

１ 

関
数 

２ 

・変数，変域の意味を理解

する。  

・関数の意味を理解する。 

 ◎  

 

 

〇 

 

 

 

 

 

○ 

・伴って変わる 2 つの数量の対応の

様子に着目し，関数関係といえるか

どうかを考えることができる。 

・変数の変域を，不等号を使って表

すことができる。 

・関数の意味を理解している。 

行動観察 

発表 

小テスト 



 

２ 

比
例 

３ 

・変域を負の数の範囲まで

拡張し，比例の意味を理解

する。 

・比例には，比例定数が負

の数の場合もあることを理

解する。 

・対応する１組の x，yの値

から，比例の式を求める。 

 〇  

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・変域が負の数の範囲を含む場合や，

比例定数が負の数の場合について

も，比例の関係になるものが あるこ

とを捉えることができる。 

・対応する１組の 𝑥，𝑦 の値から，

比例の式を求めたり，比例の式に数

を代入して対応する値を求めたりす

ることができる。 

・比例の意味や変化の特徴を理解し

ている。 

行動観察 

発表 

小テスト 

３ 

・座標の意味を理解する。 

・座標の考え方を使って比

例のグラフをかく｡ 

・比例の変化や対応の仕方

と関連付けて比例のグラフ

の特徴を調べる。 

 〇  

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

・比例のグラフの特徴を見いだすこ

とができる。 

・比例の式から表をつくり，比例の

グラフをかくことができる。 

・座標の意味を理解している。比例

のグラフの特徴を理解している｡ 

ノート 

行動観察 

発表 

小テスト 

１ 

・比例を用いて具体的 な事

象を捉え，問題を解決す 

る。 

 

本時【10/19】 

 ◎  

 

 

 

 

○ 

 ・具体的な事象の中から取り出した

２つの数量の関係が比例であるかど

うかを判断し，変化や対応の特徴を

捉えたり，それらを説明したりする

ことができる。  

・比例の関係を表，式，グラフを用

いて表現したり，処理したりするこ

とができる。 

② 課 題 発

見・解決力 

 

ノート 

行動観察 

発表 

ワークシート 

３ 
反
比
例 

３ 

・変域を負の数の範囲まで

拡張し，反比例の意味を理

解する。 

・反比例には，比例定数が

負の数の場合もあることを

理解する。 

・対応する１組の𝑥，𝑦 の値

から， 反比例の式を求め

る。 

○   

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・反比例の関係に関心をもち，具体

的な事象の中から反比例として捉え

られる２つの数量を見いだしたり，

その関係を式で表したりしようとし

ている。 

・反比例の関係を 𝑦 =
𝑎

𝑥
 の式で表す

ことができる。 

・反比例の意味や変化の特徴を理解

している。 

ノート 

行動観察 

発表 

小テスト 

２ 

・座標の考え方を使って反

比例のグラフをかく｡ 

・反比例の変化や対応の仕

方と関連付けて比例のグラ

フの特徴を調べる。 

 ○  

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

・反比例のグラフが双曲線になるこ

とを，点の集合としての見方で捉え

ることができる。 

・反比例の式から表をつくり，反比

例のグラフをかくことができる。 

・反比例のグラフの特徴を理解して

いる。 

ノート 

行動観察 

発表 

小テスト 

４ 

比
例
と
反
比
例
の
利
用 

４ 

・比例や反比例を用いて具

体的な事象を捉え，問題を

解決する。 

 ◎  

 

 

 

 

○ 

 ・具体的な事象の中から取り出した２

つの数量の関係が比例，反比例であ

るかどうかを判断し，変化 や対応の

特徴を捉えたり，それらを説明した

りすることができる。 

・比例，反比例の関係を表，式，グ

ラフを用いて表現したり，処理した

りすることができる。 

② 課 題 発

見・解決力 

 

ノート 

行動観察 

発表 

小テスト 

ワークシート 



 

７ 本単元において育成しようとする資質・能力との係わり 

本校において，重点的に育成しようとする資質・能力は次の６つである。 

知識 ①将来に通用する基礎学力 

スキル ②課題発見・解決力 ③人間関係形成能力 

意欲・態度 ④チャレンジ精神  ⑤忍耐力 

価値観・倫理観 ⑥人としての思いやり 

この中でも，特に本単元では，次の点に重点を置くものとする。  

【 スキル 】②課題発見・解決力 

   ともなって変化する２つの数量であるランドルト環までの距離と視力に着目し，実験から得たデ

ータをもとに，この２変数の関係が比例関係にあることを見つけることができるよう指導する。「学

び合い」の学習の中で，比例であると判断した自分の考えや意見をはっきり伝えるとともに，他者

の意見も尊重し，共感的に話し合い課題解決をめざす。 

 

８ 本時の展開 

（１）本時の目標 

関数の調べ方を利用して，視力と距離との関係に着目し，比例の関係がある事を理解すること

ができる。 

（２）本時で育成したい資質・能力の評価基準 

（３）準備物 

提示用 TVモニター，ワークシート，測定用ランドルト環，測定用ロープ 

（４）本時の学習展開 

学習活動〇 
指導上の留意事項〇 

（努力を要する生徒への指導の手立て◆） 

観点の評価〇 

資質能力の評価● 

１ 導入【１０分】 

視力検査表の提示 

○視力検査表を TVに提示し，

気づいたことを発表させ

る。 

○視力検査で使うＣ記号をラ

ンドルト環ということを伝

える。 

※予想される生徒の反応 

 

 

 

 

 

〇ランドルト環の定義を抑える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力 評 価 基 準 

課題発見・解

決力 

Ａ：ランドル環までの距離と視力の関係が比例であることに気づき，その理由に

ついて自分の考えを他者に説明することができる。 

Ｂ：ランドル環までの距離と視力の関係が比例であることを理解できている。  

Ｃ：ランドル環までの距離と視力の関係が比例であることを理解できなかった。  

・アルファベットのＣと同じ？  ・同じ形で大きさが違う  

・測ってみたい         ・関数と関係があるのかな 

直径 7.5 ㎜の大きさ
のランドルト環を 5m

離れたところから見て
すき間の開いた方向を
判断できたとき視力

1.0 とする。 

7.5 ㎜ 1.5 ㎜ 



 

模擬実験 

○測定用ランドルト環で，模

擬実験してみる。希望する

生徒数人にどの距離でラン

ドルト環の切れ目がみえる

のかを実験し，視力を当て

る。 

 

 

○天気や本人の体調などで多少誤差がで

ることもある。 

○生徒の立つ位置を，１ｍ，２ｍ，５ｍと

設定しておく。 

○長さ（１～５ｍ）の示してある測定用ロ

ープを用意 

○健康診断でＡ，Ｂ，Ｃ判定をうけたそれ

ぞれ１人を意図的に指名する。（※担

任・養護教諭と連携） 

◆視力とランドルト環の距離の関係に注

目させる。（※人権上の配慮） 

 

２ ランドルト環までの距離と視力の関係を調べる。【２０分】 

 

 

 

ワークシート配布 

発問①「実験で得た（𝑥, 𝑦）

の値を確認し，表に書き込

みましょう。」 

 

発問②「表やグラフから，𝑥と

𝑦 の関係について言えそう

なこと，その理由をワーク

シートに書いてみましょ

う。」 

 「グループ内で 𝑥 と 𝑦 の

関係について理由をもとに

説明してみよう。」 

 

 

発問③「グループ内の説明で，

視力と距離の関係はどんな

関係にあると言えますか。」 

 

 

発問④「比例の関係があると

して， 𝑦 を 𝑥 の式で表す

とどう表すことができます

か。」 

 

 

 

※※予想される生徒の反応 

 

 

 

 

○理由を説明する際に，根拠となることを

使って説明するよう伝える。 

※予想される生徒の反応 

 

 

 

 

 

 

※予想される生徒の反応 

 

 

 

 

 

○生徒の発言がなければ，５m用の視力1.0

のランドルト環では一般に，𝑦 =
1

5
𝑥 に

なることを伝え，実験から得た場合と誤

差があることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

○自分の考えを表，式，

グラフ等を用いて数学

的に表現できる。（技

能） 

 

●同じランドルト環を使

用すると視力と距離と

の関係が比例すること

に気付き，表やグラフ

などを使って理由を説

明することができる。

（見方・考え方） 

 

本時のめあて  実験の結果から，ランドルト環までの距離を 𝑥(m)，視力を 𝑦 としたとき， 

𝑥と𝑦 の関係について調べよう。 

・距離が２倍,３倍… になると，視力も

約２倍,３倍… になる  

・グラフがほぼ直線になる  

・原点はどうなる。「０はあるのか？」 

・ 比例の関係がある 

𝑥(m) … 1 2 3 4 5 … 

𝑦 … 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 … 

 

・比例の関係があるといえる。 

理由は，距離が２倍,３倍… になると，

視力も約２倍,３倍… になっているか

ら。  



 

３ 数学的活動【１０分】 

発問⑤「グループで，実際に

自分たちの視力を調べてみ

よう。」 

 [準備物] 

(1) ランドルト環 

(2) 距離を測るもの 

(3) 電卓 

 

 

○活動上の注意を確認（※視力の悪い生徒

への配慮は必ず行う。） 

○ランドルト環までの距離を記録し，求め

た視力をワークシートに記入する。 

◆何を測ればいいのか？「ランドルト環の

切れ目が見えた距離」を測定すればよ

い。 

「さっき分かった関係式を使えば，何が

分かれば視力を求めることができるだ

ろう？」 

○視力は，距離を測定して計算式に距離を

代入すればよいことに気付かせる。（視

力＝距離×0.2） 

○見つけた視力と距離の

関係から自分の視力を

はかることができる。

（技能） 

４ 本時のまとめをする。【１０分】 

〇振り返りをワークシートに

記入する。  

 「今日の授業で分かったこ

と，めあてに対してどうだ

ったか等を書いてみよう。」 

 

 

 

 

 

※予想される生徒の反応 

 

 

 

 

 

 

（５）板書計画 

 

・視力検査表の中に比例の関係があるこ

とに驚いた。  

・１種類のランドルト環で，視力を測る

ことができた。  

・視力測定で比例を実感できた。  

・グラフを書くことで，比例の関係が視

覚的に理解できた。  

・比例の関係を使うと，簡単に視力を計

ることができた。  

・視力のいい人は，教室では計りきれな

かった。  

・身の回りに，もっと比例の関係がある

と思うので見つけてみたい。 

本時のめあて視力𝑦と距離𝑥(m)の関係について説明できる。 

距離𝑥(m) … 1 2 3 4 5 6 7 … 

視力𝑦 … 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 … 

《言えそうなこと，気づいたこと》                   ・・・・・・ 

・・・・・・                             ・・・・・・ 

・・・・・・                             ・・・・・・ 

・・・・・・ 

グラフ用紙 

【今日の授業で分かったこと】 


